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 元禄２（1689）年、松尾芭蕉は弟子の曾良を連れ、「おくのほそ道」

の旅に出ました。江戸を出発して東北から北陸を回り岐阜県の大垣ま

で、およそ５か月をかけて巡り、行く先々で今も伝わる名句を残してい

ます。この旅の中で、彼らが最も長く滞在したというのが、栃木県の黒

羽です。ほかの地への滞在がおおむね１～３日であったのに対し、黒羽

にはなんと13泊もしたそうです。 

 そんな黒羽には、みなさんにぜひ紹介したいスポットがあります。足

利銀行の黒羽支店です。明治末期に建設された全国的にも現存が珍しい

土蔵造りの銀行で、今も当時の趣をそのまま残す重厚な雰囲気が、通り

かかる人の目を引きます。“再現することが容易でないもの”として国の

登録有形文化財にも登録されています。 

 歴史ある外観とは対照に、リフォーム済みの店内は広く明るく現代

的。店舗機能も進化しており、2022年には、お客さま自身で操作するロ

ビーＡＴＭや店頭タブレット端末を導入してスムーズかつスピーディー

な手続きを可能としたファストブランチ店舗（キャッシュレス店舗）と

なっています。 

 歴史がありながら最先端、それが黒羽支店です。現代の黒羽を芭蕉が

訪れたら、この黒羽支店を句に詠んでいたかもしれませんね。 
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①足利銀行 黒羽支店外観。②正面出入口。

見た目はレトロですが実は自動ドア。③看

板も雰囲気に合うような黒茶色に。④黒羽

支店の店内。ソーシャルディスタンスの時

代には、同行公式キャラクターのパスカル

＆ファミリーが待合イスに座っていまし

た。※写真はすべて足利銀行提供。 

① 

④ 

② 

③ 


